
全 国 大 会 開 催 状 況 

 

                                                                                                                     

 回   数   開 催 年 月 日     記 念 講 演 演 題        講     師  備      考  

(参加人数)   開  催  場  所     

  第１回  昭和57年 7月23日  峠の群像と現在の日本経済  評論家   

 (1,300名)  広島県広島市         堺屋 太一   

  第２回  昭和58年 7月22日  これからの日本  評論家   

 (1,700名)  宮城県仙台市         竹村 健一   

  第３回  昭和60年 7月19日  ビジネス社会の特質  作家   

 (1,200名)  宮崎県宮崎市         深田 裕介   

  第４回  昭和61年 7月18日  私の生き方  女優   

 (2,200名)  長野県長野市         中村 メイコ   

  第５回  昭和62年 7月17日  緊迫した国際情勢と今後の日本の課題  政治評論家   

 (2,100名)  愛知県名古屋市         俵 孝太郎   

  第６回  昭和63年 7月22日  内外の政治情勢とこれからの課題  政治評論家   

 (1,400名)  北海道函館市         三宅 久之   

  第７回  平成 1年 7月21日  国際情勢の展望と日本  評論家   

 (1,900名)  岡山県岡山市         秋元 秀雄   

  第８回  平成 2年 7月20日  揺れ動く内外情勢とこれからの日本  国際政治学者   

 (1,900名)  福岡県福岡市         舛添 要一   

  第９回  平成 3年 7月19日  日本経済と外交を考える  (社)ソフト化経済センター   

 (1,800名)  石川県金沢市      日下 公人   

 第１０回  平成 4年10月15日  ゆれ動く内外情勢とこれからの政治  白鴎大学教授   

 (2,300名)  山梨県甲府市         福岡 政行   

 第１１回  平成 5年10月28日  外からみた日本  上智大学教授   

 (1,800名)  沖縄県宜野湾市         グレゴリー クラーク   

 第１２回  平成 6年10月20日  これからの政治はどうなるのか  政治評論家   

 (2,600名)  愛媛県松山市         森田  実   



 

回   数   開 催 年 月 日     記 念 講 演 演 題        講     師  備      考  

(参加人数)   開  催  場  所     

 第１３回  平成 7年10月26日  政治はこれでいいのか  毎日新聞東京本社編集局顧問   

 (1,900名)  島根県松江市         岩見 隆夫   

 第１４回  平成 8年10月24日  ２１世紀への企業戦略  慶應義塾大学教授   

 (2,300名)  静岡県浜松市  －経済改革と経営革新－        島田 晴雄   

 第１５回  平成 9年10月 8日  新しいふれあい社会  さわやか福祉財団理事長   

 (1,800名)  秋田県秋田市         堀田  力   

 第１６回  平成10年10月29日  日本経済の現状と今後の課題について  (株)東海総合研究所会長   

 (2,000名)  大分県別府市         水谷 研治   

 第１７回  平成11年 8月24日  戦国と開国の間に処して  (株)北洋銀行頭取   

 (2,200名)  北海道札幌市  －混迷閉塞を打開しよう－        武井 正直   

 第１８回  平成12年10月19日  最近の国際情勢と日本外交  外交評論家（元駐タイ大使）   

 (2,600名)  埼玉県さいたま新都心         岡崎 久彦   

 第１９回  平成13年10月25日  経営に生かす葉隠の心  作家   

 (1,500名)  佐賀県佐賀市         童門 冬二   

 第２０回  平成14年10月24日  混迷の時代をどう乗り切るか  作家   

 (2,100名)  富山県富山市         猪瀬 直樹   

 第２１回  平成15年 9月30日  活力重視の税制を  経済評論家 ｢税制改正要望大会｣  

 (3,600名)  東京都千代田区         堺屋 太一  と併催  

 第２２回  平成17年10月27日  世界とともに生きる日本  評論家   

 (1,600名)  香川県高松市         大宅 映子   

 第２３回 

 (1,900名) 

 平成18年10月 5日 

 山形県山形市 

 経済の展望と企業経営  東京大学大学院教授 

       伊藤 元重 

｢税制改正要望大会｣ 

 と統合 

 

第２４回 

(1,900名) 

 平成19年 9月27日 

 新潟県新潟市 

 日本経済活性化の切り札を探る  東洋大学教授 

    松原  聡 
〃 

 

 

 



回   数   開 催 年 月 日     記 念 講 演 演 題        講     師  備      考  

(参加人数)   開  催  場  所     

 第２５回 

(1,800名) 

 平成20年10月 2日 

 山口県山口市 

 どうなるか 今後の日本経済  千葉商科大学大学院教授 

    斎藤 精一郎 

｢税制改正要望大会｣ 

 と統合 

 

 第２６回 

(1,000名) 

 平成21年10月 8日 

 岐阜県岐阜市 

 日本経済、これからのキーワード  経済ジャーナリスト 

    財部 誠一 
〃 

第２７回 

(2,000名) 

平成22年９月28日 

熊本県上益城郡 

 戦国武将に学ぶリーダーの条件 歴史家・作家 

    加来 耕三 
〃 

 

 

第２８回 

（3,300名） 

平成23年10月6日 

神奈川県横浜市 

 日本の歩むべき道 元内閣総理大臣 

    小泉 純一郎 
〃 

 

 

第２９回 

（1,900名） 

平成24年10月11日 

北海道釧路市 

地方の再生と日本の将来 慶應義塾大学教授 

   片山 善博 
〃 

 

 

第３０回 

（1,900名） 

平成25年10月3日 

青森県青森市 

これからの時代の経営と 

リーダーシップ 

 （株）東レ経営研究所 

特別顧問 佐々木常夫 
〃 

 

 

第３１回 

（1,900名） 

平成26年10月16日 

栃木県宇都宮市 

日本の行方 

～政治と経済の現状分析と展望 

ＴＢＳテレビ報道局 

解説・専門記者室長 杉尾秀哉 
〃 

 

 

第３２回 

(1,800名) 

平成27年10月8日 

徳島県徳島市 

日本の山里に、こんな仕事・移住企業も

ありますよ 

～地方創生の独創的ビジネスモデル～ 

パネリスト： 

㈱いろどり 代表取締役社長 横石知二 

特定非営利活動法人グリーンバレー 

理事長 大南信也 

コーディネーター：（公財）徳島経済研究所 

専務理事 田村耕一 

〃 

 

 

第３３回 

（1,900名） 

平成28年10月20日 

長崎県長崎市 

 地方が生き残るために 

 ～長崎 その歴史 その魅力 その未来～ 

長崎総合科学大学教授 

 ブライアン・バークガフニ 
〃 

 

 

第３４回 

（1,800名） 

平成29年10月5日 

福井県福井市 

今後の政治と経済の行方 毎日新聞専門編集委員 

与良正男 
〃 

 

 

 

  ＜注１＞ 昭和５６年までは「夏期大学」・「夏期特別研修会」として開催 

  ＜注２＞  昭和５９年は「創立３０周年記念式典」開催のため中止 

  ＜注３＞  平成１６年は「創立５０周年記念式典」開催のため中止 


